
明
治
１０
年
代
に
阪
谷

朗
廬
や
日
下
部
鳴
鶴
ら

文
人
墨
客
に
よ
っ
て
見

出
さ
れ
た
天
龍
峡
は
、

明
治
末
期
に
は
天
龍
峡

を
世
に
出
す
動
き（「
日

本
」
新
聞
の
日
本
避
暑

地
投
票
で
３
位
に
な

る
）
と
と
も
に
、
大
正

期
に
は
そ
の
歴
史
と
景

勝
に
似
つ
か
わ
し
く
一

大
篆
刻
ブ
ー
ム
が
起
こ

っ
た
。
天
龍
峡
を
世
に

出
す
動
き
と
と
も
に
、

て
ん
こ
く

か
た
や
篆
刻
を
取
り
込

ん
だ
「
天
龍
焼
（
伊
那

焼
）」（
大
正
１１
年
）が
開

発
さ
れ
、
ま
た
一
方
で

印
譜
集
『
鳥
跡
』（
大
正

１０
年
）
に
み
る
よ
う
に

篆
刻
の
研
鑽
が
積
む
グ

ル
ー
プ
も
出
現
し
て
い

る
（
鎌
倉
貞
男
氏
『
伊

那
』
５
月
号
の
「
吉
澤

白
城
」
の
論
考
参
照
）。

こ
の
篆
刻
ブ
ー
ム
の
火

付
け
役
の
一
人
が
、
大

橋
浩
堂
と
い
う
篆
刻
師

・
書
家
で
あ
る
が
、
郷

土
で
は
、
浩
堂
に
つ
い

て
の
直
近
の
記
載
は

『
郷
土
美
術
全
集

飯

田
・
下
伊
那

後
編
』

（
新
葉
社

平
成
１５
年

７
月
）
に
も
「
生
没
年

不
詳
」
の
一
語
の
記
述

が
あ
る
だ
け
で
、
も
う

忘
れ
ら
れ
た
人
に
な
り

つ
つ
あ
る
。
し
か
し
天

龍
焼
に
篆
刻
の
デ
ザ
イ

ン
性
を
持
ち
込
む
と
と

も
に
、
峡
谷
の
篆
刻
界

に
及
ぼ
し
た
影
響
は
大

き
く
、
郷
土
に
と
っ
て

は
忘
れ
て
は
な
ら
な
い

人
だ
と
思
う
。

こ
の
大
橋
浩
堂
に
つ

い
て
、
最
近
、
三
つ
の

発
見
が
あ
っ
た
の
で
記

し
て
お
く
。

一
つ
は
、
南
信
州
地

域
資
料
セ
ン
タ
ー
に
寄

贈
さ
れ
た
屏
風
や
書
額

を
整
理
し
て
い
る
と
、

「
浩
堂
」
の
署
名
が
あ

う
ん
と
う

ち

う

る
「
雲
騰
致
雨
」（
雲
が

わ
き
お
こ
れ
ば
雨
と
な

る
）
の
書
額
が
出
て
き

た
こ
と
。
中
村
不
折
ば

り
の
ど
っ
ぷ
り
と
し

た
、
ど
こ
と
な
く
愛
嬌

の
あ
る
独
特
の
書
体
だ

が
、
署
名
が
、
陶
器
の

箱
書
き
の
「
浩
」
の

「
�
」
や
、「
堂
」
の
爪

冠
の
バ
ラ
ン
ス
な
ど
と

同
じ
だ
っ
た
。

書
家
で
は
聞
か
な
い

名
前
だ
っ
た
が
、
こ
こ

十
年
ぐ
ら
い
休
み
休
み

だ
が
目
録
を
と
り
な
が

ら
読
ん
で
い
る
日
刊
紙

「
南
信
」（
明
治
３５
年
〜

昭
和
１３
年
）
に
そ
ん
な

記
事
が
あ
っ
た
こ
と
を

思
い
出
し
て
、
メ
モ
に

検
索
を
か
け
て
み
た
。

す
る
と
、
大
正
４
年
９

月
２４
日
に
「
浩
堂
遂
に

い

し

縊
死
す
」
の
見
出
し
の

記
事
が
見
つ
か
り
、
こ

の
記
事
に
よ
り
「
生
没

不
詳
」
と
さ
れ
て
い
た

情
報
を
下
記
の
よ
う
に

書
き
換
え
る
こ
と
が
で

き
た
。

記
事
に
よ
れ
ば
、
大

橋
浩
堂
は
「
佐
賀
県
呉

服
町
三
十
番
生
ま
れ
に

て
東
京
市
赤
坂
区
福
吉

町
一
番
地
に
本
籍
を
有

す
る
篆
刻
師
兼
書
家
大

橋
浩
堂
（
４７
）」と
あ

り
、
さ
ら
に
「
数
年
前

当
地
へ
来
り
専
ら
其
技

を
揮
ひ
好
事
家
の
需
め

に
応
じ
当
時
相
当
の
収

入
あ
り
し
も
周
旋
人
の

為
に
喰
は
れ
て
借
財
嵩

み
拠
ど
こ
ろ
な
く
本
郡

龍
江
村
尾
林
区
中
村
強

輔
方
を
借
受
て
仮
住
し

同
地
尾
林
焼
陶
器
の
篆

刻
を
な
し
兎
も
角
も
糊

口
し
ゐ
た
る
が
今
後
楽

境
に
立
つ
見
込
み
も
な

さ
と
借
財
に
苦
み
し
と

の
為
二
ヶ
月
程
前
よ
り

精
神
に
異
状
を
来
た
し

…
（
中
略
）
…
去
る
七

日
午
後
八
時
頃
彼
は
飄

然
家
出
し
た
る
ま
ま
行

衛
不
明
と
な
り
数
日
経

た
る
も
音
沙
汰
な
く
…

（
中
略
）
…
一
昨
日
二

十
二
日
午
後
五
時
頃
仝

村
尾
林
山
林
中
に
縊
死

を
遂
げ
居
た
る
を
発
見

…
（
中
略
）
…
縊
死
後

十
余
日
を
経
過
（
後

略
）
と
い
う
詳
細
な
記

述
が
あ
り
、
４７
歳
と
い

う
か
ら
ま
だ
名
を
な
す

前
に
自
ら
死
を
選
ん
だ

こ
と
に
な
る
。
そ
の
年

齢
か
ら
誕
生
は
明
治
元

年
前
後
と
い
う
こ
と
も

わ
か
る
。
こ
れ
が
二
つ

目
。三

つ
目
は
、
そ
れ
で

は
、
と
ネ
ッ
ト
で
検
索

し
て
み
る
と
、
国
会
図

書
館
に
、
明
治
４１
年
５

月
に
『
篆
刻
宝
典
』（
東

京
、
半
月
草
堂
）
と
い

う
著
書
が
、
今
泉
辰
次

郎
編
で
か
ら
刊
行
さ
れ

て
い
る
こ
と
も
わ
か
っ

た
。大

正
期
の
天
龍
焼
の

隆
盛
の
源
に
な
っ
た
、

郷
土
に
と
っ
て
は
忘
れ

て
は
な
ら
な
い
人
だ
と

思
う
の
で
、記
す
次
第
。
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